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ECMO中に人工肺の膜が劣化し、血液中の血漿成分が漏れて人工肺の排気口か
ら黄色の泡沫上の液体となって漏出することがあります（プラズマリーク）。
その際、血漿中の新型コロナウイルスが人工膜を通過し排気口からエアロゾル
として拡散する可能性が懸念されています。 
現在のところ直接的な証拠はひとつもなく、また過去に ECMOの管理をして
いる医療者が、ウィルスに感染した報告もありません。しかし、理論上はウイ
ルス拡散の可能性が指摘されています。 
 そのため、呼吸 ECMO管理においては以下のことに注意してください。 
1） 膜型人工肺の劣化を疑う場合は速やかに、ビニール袋等で人工肺排気口

を含めて全体を覆う（エアロゾルによるウイルス拡散予防） 
2） プラズマリークが発生する前に回路交換を行うことを検討 
3） ECMO装着時はN95マスクをはじめとしたPPE装着を徹底する 
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